
長瀬産業株式会社
2007年11月12日

知恵をビジネスにする技術・情報企業

NAGASE

期20082008年（平成年（平成2020年）３月期年）３月期期

中間決算説明会中間決算説明会



◆ 目 次 ◆

＊ 当中間期決算概況および通期業績見通し

＊ 中期経営計画「ＷＩＴ2008」の進捗について

＊ 当社のナノテクノロジー事業について

NAGASE

２



NAGASE

期当中間期の当中間期の決算決算概況概況期

３



（単位：億円）
（億円未満切捨て表示）

NAGASE

期中間中間決算の概況（連結決算の概況（連結））期
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商品自主回収関連費用▲143億円

株式売却益 ＋23億円
－- 1221▲120特別損益
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（参考）
7/19修正

見通し

50円68銭▲5円00銭１株当り当期純利益

- 7164▲6中間純利益（損失）

+ 2114116経常利益

単体減益、海外子会社等増益+ 0106106営業利益

+ 26361387売上総利益

海外販売好調継続、化成品関連伸長+ 2613,4303,692売上高

コメント増減2006/092007/09

４
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－ 円安の影響はあるものの、海外売上比率が上昇（41%→43%） －

　
G.CHINA：電子のディスプレイ関連・周辺ビジネスの大幅伸張
　　　　　 　化成品、合成樹脂の自動車関連は好調だが、メディア用機能　

　　　性樹脂や設備は減少

ASEAN  ： 円安影響あるも、合成樹脂が好調な他、各セグメントとも伸張

北米 　： 化成品が好調

売上高3,692億円 　前年同期比261億円増加

うち海外売上208億円増

NAGASE
期地域地域（国内・海外）別（国内・海外）別売上高売上高期
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（単位：億円）

海外売上の地域別内訳(前年同期比）
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化成品 ＋ 99億円 （108％）

■ 有機合成原料を扱うスペシャリティケミカル事業は

ナガセケムテックス製品を中心に好調

■ 機能性色素等のPDP関連は低調だが、プリンタ・複写機関連順調

■ 機能化学品は樹脂関連およびデナフィルター等が好調

合成樹脂　＋ 64億円 （105％）

■ 自動車関連は華南地域ほか全般的に好調

■ 海外での精密機器用樹脂はGチャイナ、アセアンで
　　いずれも堅調

■ Ｇチャイナでのメディア用機能性樹脂や設備が減少

電子　＋ 103億円 （114％）

■ 液晶関連の部品ビジネス大幅に伸長

■ 半導体等の精密研磨関連好調

■ 液晶・半導体用薬液、変性エポキシ等は好調、
　　薬液関連装置は低調

ライフサイエンス　+  12億円 （105％）
　 ■ 医薬品原料、中間体関連は伸張

■ 化粧品は一部新商品が貢献するが、健康食品関連は伸び悩み

その他　　▲17億円 （39％）

　 ■ ＤＶＤプレーヤー等の機器販売は第2Q以降停止

　 ■ ＤＶＤ映画ソフトなど一般消費者向け直接販売事業
　　（TRANSTECHNOLOGY）の事業撤退(前年下期）

NAGASE
期事業事業セグメント別セグメント別売上高売上高期

６

（単位：億円）

06/09 07/09

（単位：億円）267255　　ライフサイエンス

1,2651,201　　合成樹脂

1,3061,206　　化成品

1129　　その他

841738　　電子

2007年9月2006年9月
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NAGASE
期セグメント別売上総利益セグメント別売上総利益期

７

（単位：億円）

06/9 07/9

３８３９　　ライフサイエンス

１１８１０９　　合成樹脂

１０９９７　　化成品

４５　　その他

１１５１０８　　電子

07/9月期06/9月期

売上総利益　387億円 　前年同期比　26億円増

　　

　　セグメント別売上利益概況 (前年同期比）

　　　
　　　　化成品 ＋ 11億円 （112％）

　　　　合成樹脂　＋ 8億円 （108％）

　　　　電子　＋ 7億円 （107％）

　　　　ライフサイエンス　▲ 1億円 （97％）

　　　　その他　▲ 0億円 （92％）

　　３８７３８７　３６１３６１



NAGASE

■ 日本国内は、単体の人件費の増による影響が大きい。
■ 北東アジアは合成樹脂が横ばい、化成品・電子は増益で全体に
　　利益を牽引。増加額は大きいが、人員配置の強化による、一般
　　管理費の増加も影響。　　
■ 東南アジアは各セグメントとも増益。
■ 北米は金型事業の赤字続くが、化成品・電子で増益。
■ 欧州は半導体製造用装置売上が下期集中のため上期は減益。

•106億円 前年同期比100％　26百万円増加

•単体の年金数理計算上差異の償却により、各セグメント及び日本国内で▲8億円の影響

８

（単位：億円）

＜事業セグメント別営業利益＞
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＜所在地セグメント別営業利益＞

日本 北東
アジア

北米 欧州
東南

アジア

■ 化成品が上期の業績を牽引。自社製品の販売増で利益率の
　　改善が影響。

■ 合成樹脂は人員配置を強化しており全般にコスト増により
　　が減益。

■ 電子は昨年上期が液晶関係装置が好調だった影響で減益。
海外中心に足元は固い。

■ ライフサイエンスは関係会社が製品の切り替え時期で減少。
　　

期営業利益営業利益期



NAGASE
期営業外損益・特別損益営業外損益・特別損益期

９

（単位：億円）

＜営業外損益＞

その他

金融収支

123％1　8　10営業外損益

7
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０７/９

4　

3　

０６/９

2　

▲0　

増減
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前年同期比

＜特別損益＞
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０６/９

145　146　特別損失

23　26　投資有価証券処分益

▲0　0　固定資産売却益

その他

商品自主回収関連費用
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NAGASE

経　常　利　益 ： 116億円 前年同期比101％　2億円増加

期経常利益・中間純利益または純損失経常利益・中間純利益または純損失期

１０

（単位：億円）

中 間 純 損 失 ： ▲6億円 　　　　　　71億円減少

営業利益 経常利益 中間純利益
または純損失



①運転資金増加
②商品自主回収関連の影響による繰延税金資産の増加、回収引当金の計上
③自己資本比率低下

（単位：億円）

NAGASE
期主主な貸借対照表のな貸借対照表の増減増減期

１１

▲ １８３８２その他固定資産

▲ １６８６７退職給付引当金+ ０２９２９無形固定資産

+ ６６４７１少数株主持分

(-2.3%)（48.5%）（46.2%）（自己資本比率）

▲ ３０３４１３１０評価・換算差額等

+ ８８－８８商品自主回収引当金▲ １３４３３４２０棚卸資産

+ １０５４，２２８４，３３４負債及び純資産合計+ １０５４，２２８４，３３４資産合計

+ ０１１新株予約権

（+ ０）（▲ ５４）（▲ ５３）（うち自己株式）

▲ １５１，７０９１，６９３株主資本

▲ ２９２０９１７９その他固定負債▲ ９５８８０７８５投資有価証券

+ ３３６２９６長期借入金+ １８３１８３３６有形固定資産

+ １１２１４２２５その他流動負債+ ６４８２１４７その他流動資産

+ ６１１４２２０３短期借入金+ １００２，１８０２，２８０受取手形及び売掛金

▲ １９１，４１４１，３９５支払手形及び買掛金+ ３２２１９２５１現金及び預金

増減０７/３０７/９《負債及び純資産》増減０７/３０７/９《資産》



①運転資金の増加、回収関連費用※や法人税等により営業キャッシュフローは５１億円の支出。
②有形・無形の固定資産取得に伴い、投資活動によるキャッシュフローは１２億円の支出。
③回収関連費用支出及び今後の投資支出予想から、長期借入等により資金調達。

　　　　　　※商品自主回収関連支出：　第２四半期までで44億円の支出。

NAGASE

２１０

（▲２６）

▲６２

▲２６

６４

０６/０９

　

新規連結による増　4億円

換算差額　16億円

短期借入金の増加 　　　 　　　　　３１億円

長期借入金の増加 　　　　　　 　 ５９億円

配当金の支払 　　　　 ▲１３億円　等により

有形固定資産の取得　　　 　　▲３０億円

投資有価証券の売却　　　　　　　　３９億円

無形固定資産の取得　　　　 ▲１１億円

その他　　　　　　　　　　　　　 ▲１０億円　等により

税前利益 　　　　　　　　 ▲４億円

減価償却費　　　　　　　　　　　 　 ２３億円

運転資金 　▲９０億円

商品自主回収引当金　　　　　　 　８８億円

投資有価証券等の売却損益　▲２３億円　

法人税等の支払額 　　▲３９億円 等により

主な内訳　

３２　

　

現金及び

　　現金同等物の増減

２５１　
現金及び

　　現金同等物の期末残高

７６　
財務活動による

　　キャッシュ・フロー　

▲１2　

投資活動による

　　キャッシュフロー

　▲５1　

営業活動による

　　キャッシュ・フロー

０７/０９　

期キャッシュフローキャッシュフローのの状況状況期

１２

（単位：億円）



（単位：百万円）

NAGASE

１３

141%560144%804125%16,194ナガセタイランド

87%32079%332112%17,766ナガセシンガポール

121%675131%845155%41,011ナガセ香港

海外

30%569%27114%7,222ナガセプラスチックス

86%4781%93105%7,165ナガセケミカル

140%50116%9097%6,722長瀬カラーケミカル

販売会社

80%15767%18696%3,488東拓工業

81%68997%1,335110%13,413ナガセケムテックス

製造会社

-%-2,75188%3,539103%254,390長瀬産業　単体

前年同期比中間純利益前年同期比営業利益前年同期比売上高社名

期主主な連結子会社のな連結子会社の業績業績期



NAGASE

期通期の業績見通し通期の業績見通し期

20082008年３月期年３月期

１４



期20020088年３月期（通期年３月期（通期）業績）業績見通し見通し期

（単位：億円・％）

NAGASE

１５

１０１％２１６２１９２１９営業利益

１３５

２３２

７３６

７，０１３

2007年3月期
（実績）

５２％

１０２％

１０８％

１０７％

前年比

（％）

７９５７９５売上総利益

７，５２０７，５２０売上高

７１７１当期純利益

２３６２３６経常利益

2008年３月期

（7/19修正見通し）

2008年3月期
（中間期時点見通し）



（単位：億円）

NAGASE

７，５２０　

５５　

５９５　

１，６９０　

２，５５０　

２，６３０　

2008年３月期

（4/30見通し）

１０７％　７，０１３　７，５２０　合　計

３９％　５１　２０　その他

１０５％　５３５　５６５　ライフサイエンス

１１３％　１，５０７　１，７００　電　子

１０５％　２，４４６　２，５７５　合成樹脂

１０８％　２，４７０　２，６６０　化成品

前年比
2007年３月期

（実績）

2008年３月期

(中間期時点見通し）

１６

期20082008年年３月期３月期セグメント別セグメント別売上高の業績売上高の業績見通し見通し期



NAGASE

期中期経営計画　「中期経営計画　「WIT2008WIT2008」」の進捗についての進捗について期

　　ＷＷ -------- WisdomWisdom

　　ＴＴ -------- TechnologyTechnology

　　 ＩＩ -------- IntelligenceIntelligence

知恵をビジネスにする技術・情報企業

１７
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期中期経営計画　中期経営計画　「「WIT2008WIT2008」」　　の位置づけの位置づけ期

NAGASE

ＷＩＴ２０００　ＷＩＴ２０００　ＷＩＴ２０００　 　　ＷＩＴ２００８　　　ＷＩＴ２００８　ＷＩＴ２００８　　　ＷＩＴ21　　　ＷＩＴＷＩＴ2121　　

　経営基盤変革

　グループ経営開始

拡大･強化

　事業方向性の明確化

　事業基盤の強化

　経営基盤の強化

　体質強化

　ナガセらしさの継承

　事業ポートフォリオ戦略の深化

変　革変　革 推　進推　進
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240億

１８



期中期経営計画　中期経営計画　「「WIT2008WIT2008」」　　基本基本戦略期

19

NAGASE

事業ポートフォリオ戦略の深化事業ポートフォリオ戦略の深化

健全な財務体質の維持 リスクマネージメントの徹底連結経営体制の整備

事業基盤拡大事業基盤拡大 高収益への構造転換高収益への構造転換

内部体制の強化内部体制の強化

ナガセらしさの継承ナガセらしさの継承

重点分野への積極投資 高収益への構造転換事業基盤の拡大

持続的成長への体質強化持続的成長への体質強化持続的成長への体質強化

現場主義　　　　　　　　　　　　　　　　　技術・情報力の強化現場主義　　　　　　　　　　　　　　　　　技術・情報力の強化人材の（質・量）充実

１９



長瀬国際電子有限公司が中国・華南地区に新拠点設置

ナガセケムテックス㈱福知山事業所でのリン脂質の量産用設備を新設
　

NAGASE

投資総額　３００億円目処（３年間）
２０

中国の繊維関連事業を統括する合弁会社の設立決定

　　（会社名：オー・エヌ・コラボ㈱　　長瀬産業㈱50%、オー・ジー㈱50%出資）

ベトナムでの合成樹脂着色事業の合弁会社の第二工場建設開始

重点分野への積極投資重点分野への積極投資

事業基盤の拡大事業基盤の拡大

ナノグラム社（米国）への投資決定

ナガセケムテックス㈱にて、

　　・ナノグラム社（米国）のナノ粒子製造設備を新設
　　・リサイクルプラントと剥離剤設備導入

高収益への構造転換高収益への構造転換

長瀬国際電子有限公司（深圳市）

期「「WIT2008WIT2008」　」　主な施策主な施策期



期「「WIT2008WIT2008」」施策　：　ナガセアプリケーションワークショップ（ＮＡＷ）設立施策　：　ナガセアプリケーションワークショップ（ＮＡＷ）設立期

NAGASE

２１
外観図

所在地 ： 兵庫県尼崎市
構　成 ： ・樹脂実験室

・コーティング実験室
・繊維加工実験室
・サンプルライブラリー

稼　動 ： 2007年7月

　・合成樹脂
　・コーティング（塗料・インキ）
　・繊維加工

技術サービスを一箇所に集約

　協業体制コーディネート

　新規顧客開拓

取引先との共同開発、技術サービスの拠点

「色」に関する提案、評価、研究

サンプルライブラリー

専門の
技術スタッフ常駐



期「「WIT2008WIT2008」　」　主な施策主な施策期

NAGASE

２２

健全な財務体質の維持健全な財務体質の維持

　　　　　　　　・キャッシュフロー重視、営業キャッシュフロー改善

　　　　・資産の見直し継続

リスクマネジメントの徹底リスクマネジメントの徹底

　　　　　　　・事業構造の転換に伴う新たなリスクの認識・把握・抑制

　　　　・　　　　・リスクマネジメント体制の継続的な見直し

　　　　・内部統制システム整備への対応として「内部統制推進委員会」を設置

連結経営体制の整備連結経営体制の整備

　　　　　　・グループ経営の深化と運営体制の整備

人材の質・量の充実人材の質・量の充実

　　　　　　　　・「・「多様性」と「専門性」の確保と育成
　　　　　⇒外国人幹部の育成強化研修プログラム

「ベーシック・マネジメント・プログラム」
　　　　　　 「ゼネラル・マネジメント・プログラム」 の実施
　　　　　　　



NAGASE

激しい競争市場

製品の均質化
競合の日常化

価格競争の激化

ナガセ主導型事業の推進

新素材/
無機・有機の融合

新しい機能・価値を創造

高付加価値商品

熾
烈
な
競
争

か
ら
抜
け
出
す

Ex.ナノテクノロジー事業推進により

競争回避、収益確保

石油化学市場

期ポスト「ポスト「WIT2008WIT2008」」の事業環境の事業環境期

２３



NAGASE

期当社のナノテクノロジー事業について当社のナノテクノロジー事業について期

スペシャリティケミカル事業部　事業部長

執行役員　　三橋　一夫



NAGASE

ナガセの情報網ナガセの情報網
ナガセグループナガセグループ

製造子会社製造子会社

グローバルニッチな商材の開発
高シェア・高収益

の製品

ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ事業

ナノ粒子の生産とﾃﾞｨ
ｽﾊﾟｰｼﾞｮﾝ・ﾏｽﾀｰﾊﾞｯ
ﾁやその応用製品

・独自開発
・アライアンス（NanoGram社）

２５



期ナノテクノロジーの市場規模はナノテクノロジーの市場規模は2727兆円（兆円（20102010年）年）期

NAGASE
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日立総合計画研究所の試算による

2005年

2010年

２６

（単位：億円）



NAGASE

期期待される応用分野期待される応用分野期

光学フィルム
ハードコート

透明封止剤

リチウムイオン電池
正極／負極

インクジェット法
回路印刷

太陽電池

ＰＤＰ用蛍光体
白色ＬＥＤ蛍光体

２７



NAGASE
期NanoGramNanoGram社とのアライアンス社とのアライアンス期

☆ 国内ユーザーへナノグラムの技術紹介
☆ 技術のライセンシング
☆ ナノ粒子応用製品の販売

☆ ナノ粒子の生産・応用技術
☆ 自社製品との融合
☆ 技術サービス

装置使用ライセンス契約 販売代理店契約

ナノ粒子の生産とﾃﾞｨｽﾊﾟｰｼﾞｮ
ﾝ・ﾏｽﾀｰﾊﾞｯﾁやその応用開発

高シェア・高収益の製品

投資

２８



NAGASE

本社 米国、カリフォルニア州ミルピタス

設立 １９９６年

従業員 ７２名

社長・CEO Dr. Kieran Drain

副社長・CTO 神部　信幸
　　　　　　　　　　　（Dr. Nobuyuki Kambe）

HISTORY

1996年　設立
2002年　NeoPhotonicsに社名変更
　　　 　　電池事業をGreatbatch社へ4800万ドルにて売却
2004年　光素子事業をNeoPhotonics社としてスピンアウトさせ、

再度NanoGramに社名変更
2006年　当社と契約を締結、日本での本格的マーケティング開始

期NanoGramNanoGram社の概要社の概要期

２９

出資状況

Technology Partners        
ATA Ventures                      
Bay Partners
Nth Power
Rockport Capital
Harris & Harris



NAGASE

Chapter Three Chapter TwoChapter One

NanoGram Devices Corp.NanoGram Devices Corp.
Small Science.  Improving Lives.TM

1996 2002                      2004                      2006 2008

光学複合材料

ｺｱ･ｼｪﾙ

材料

ｴﾈﾙｷﾞｰ

Li電池

太陽電池

LED 封止剤

光学レンズ

イメージング材料

LRD技術を用いた光学ﾃﾞﾊﾞｲｽﾒｰｶｰ
光学素子、光導波路、複合ｶﾞﾗｽ

医療ﾃﾞﾊﾞｲｽ向けﾊﾞｯﾃﾘｰﾒｰｶｰ
埋め込み型除細動器用ﾊﾞｯﾃﾘｰ

燃料電池

バイオメディカル

光学フィルム

期NanoGramNanoGram社の歴史社の歴史期

３０



レーザー熱分解法

NAGASE

期NanoGramNanoGram社の技術概要社の技術概要期

NPM (Nano particle manufacturing) 
超微粒子製造法

LRD (Laser Reactive Deposition Process)
レーザー反応蒸着プロセス

Reactant 
Reactant

Reactant

３１



１５～２００１５～２００nmnmで粒子径をで粒子径をコントロールできるコントロールできる

粒度分布がシャープ粒度分布がシャープ

NAGASE

均一な大きさ均一な大きさ
とと形状形状

NPMNPM™™

期ＮＰＭＮＰＭ™プロセスで製造したナノ粒子の特徴プロセスで製造したナノ粒子の特徴期

３２

多元素系多元素系
がが可能可能

大きさ大きさ

容易な容易な

スケールアップスケールアップ

分散性分散性

結晶形がコントロールできる結晶形がコントロールできる

優れた分散性優れた分散性

酸化物、窒化物、および希元素を酸化物、窒化物、および希元素を

ドープしたナノ粒子の製造が可能ドープしたナノ粒子の製造が可能

多元素系金属酸化物の製造が可能多元素系金属酸化物の製造が可能

スケールアップが容易スケールアップが容易



単一成分だけでなく多元化が可能

Metals

Metals Oxides

Binary

Ternary

Quarternary

Doped Ceramics

TiO2, ZnO, FexOy, Ag2O, ZrO2, SiO2, Al2O3, and others 

LiMn2O4, LiCoO2, Li4Ti5O12, and others 

LiNi0.8Co0.2O2, LiMn2-yAlyO4, and others 

Eu:BaMgAl10O17, Er:NawAlxSiyOz, and others

Fe, Ag, Ni, Co, Pt, Bi, Si and metal alloys 

Carbides

Nitrides

Phosphates

V8C7, W2C, SiC, Fe3C, and others

Si3N4, FeN, AlN, TiN, and others

LiFePO4, BPO4, and others

NAGASE

３３



長瀬産業株式会社
http://www.nagase.co.jp

知恵をビジネスにする技術・情報企業

当プレゼンテーション資料には、2007年11月12日時点の将来に関する前提・見通し・計画に基づく
予測が含まれています。世界経済・競合状況・為替変動等に関わるリスクや不確定要因により、　
実際の業績が記載の予測と異なる可能性があります。

NAGASE
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